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私は教師生活の中で、優れた指導者、先輩に何人も出会ってきました。

尊敬する石川正三郎校長、圧倒的な力量をもっていた坂本茂信先生など

です。

これらの方々からさまざまに学び、大変幅広く仕事をしてきました。学

校外でもたくさんの貴重な出会いがありました。

その中で、１人の小学校教師がいかにして「クイズ面白ゼミナール」の

出題者になり、「進研ゼミ」の教材全体の設計をし、学習指導要領に反

映されるような主張をしてきたか。

そのようなことが、この『新・向山洋一実物資料集』の中に表れている

と思います。

どうか、先生方も私の実物資料から学び、子どもたちと学校全体の教育

の向上を願うような仕事をしていっていただきたいと思います。

向山 洋一
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8 9１. 向山洋一が着想した授業の根本思想「授業読本 Part1」

谷　和樹

向山氏の『授業読本ノート』の一部は、セミナーで紹介されたことがある。例え

ば 1981.7.18 に氏が書いた「外
けれん

連」のページである（20ページ）。

1981 年というのは、向山氏が「教育技術の法則化運動」を立ち上げる前だ。い

わゆる「出口論争」に向山氏が「『出口』論争―教室からの発言」（『現代教育科学』

1980 年 2月号（明治図書））を投稿し、衝撃的なデビューを果たした直後である。

当時「象牙の塔」とも言えた教育学の世界に、教室の事実から氏は挑戦状をたたき

つけた。

この「外連」の記述は、当時論議されていた「授業におけるゆさぶり」という考

え方に通じるものだ。

斎藤喜博氏の「ゆさぶり」を徹底批判した宇佐美寛氏の論も驚くべき鋭さだった。

これに対して、向山氏は「ゆさぶり」を「外連」の概念と対比してイメージしてい

たのである。異なる意見が存在し、それが意欲を喚起するという点では「ゆさぶり」

は良い。しかし、それは「外連」であり、「介入」でできるレベルのものだ。

向山氏の「討論」に見られるような「児童が児童をゆさぶる」とう視点、子ども

たち一人ひとりが「知的に追い詰められる」という場面の重要性を指摘しているの

である。

また、本巻後半に収録されている「TOSS 授業技量検定」創出の記録も貴重である。

上達論が全く存在しなかった「教育技術・方法」の世界に、明確な指標を提案した。

現在、TOSS で学ぶ先生方がのべ五千人を超えて受検している検定制度である。

TOSS 授業技量検定はＦ表からＡ表までで展開されており、「オンライン授業技量

検定」も創設される広がりを見せている。その原点がこの向山氏のノートだ。例え

ば「有段のための教科内容」という項目ひとつとっても、現在の私たちの、教室で

の授業改善への方向が明確に示されている。

書き写し、細部まで分析して学びたい資料である。

授業の奥深さ
 〜「出口論争」から「授業技量検定創設」まで〜

解　　説

１. 向山洋一が着想した授業の根本思想
「授業読本Part1」

集団思考における
異なる意見の意義
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10 11１. 向山洋一が着想した授業の根本思想「授業読本 Part1」

（１）俳句一句で授業するのがプロの授業　1981.7.17
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13１. 向山洋一が着想した授業の根本思想「授業読本 Part1」12

小嶋悠紀

優れた授業とは何か
 〜なぜ新卒教師は授業ができないのか〜

11 〜 12 ページの向山氏のメモは「1981 年」である。

『斎藤喜博を追って』（昌平社）の発刊が 1979 年。そして、『跳び箱は誰でも跳ば

せられる』（明治図書）の発刊が向山メモの翌 1982 年となる。

ここで語られているような新卒の授業は、当時であれば本当によく見られたもの

だったのだろう。

なぜ教育系大学を卒業したような優秀な新卒が、国語の授業をまともにできな

いのか。

これは、その後の向山著作を次々と生み出していく、ひとつの動機になったに違

いない。

メモにも書かれているように「こうした授業を良いと思っているらしい」という

言葉から、当時、授業のやり方や良い授業の方法や技術などは「秘匿」にされてい

たことがうかがえる。

新卒にとっては「比較対象」がない。

「授業の腕の良し悪しの基準がない」ことで、現状に満足してしまっているのだろ

う。

向山氏は、具体的に「ひとつの基準」をここで明示している。

「俳句一句で一時間の授業をする」ということが、プロの授業と考えていいだ

ろう。

その後の教育技術の法則化運動につながる「授業の腕」「教師の授業力」を明確に

する基準の必要性を常に考え、学校現場で実践してきたことが垣間見える貴重なメ

モである。

解説コラム １（１）俳句一句で授業するのがプロの授業　1981.7.17
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